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審 査 の 結 果 の 要 旨
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本研究 は ､
タ ン ザ ニ ア に おけ る コ ン ゴ難民を対象 と した H I V 感染予防及び感染

リス ク に

かか る実態調査 で ある｡ 系統的無作為 サ ン プリ ン グ
に より 6 0

,
7 0 0 人 の 難民か ら生殖年齢 に

ぁる 1 , 1 4 0 人を抽出し ､ 構造化された質問紙に よ る調査及び集団討議が実施
されたo また ､

H I V 陽性者の 難民 1 8 2 人 に対 して も, 同様の質問紙 に よる調査が実施さ れた o 国連難民高

等弁務官事務所な どの 協力を得る こ と に よ っ て ､ 信頼で きるサ ン プリ ン グを実施 した こ と ､

比較的大規模なサ ン プ ル を対象と した こ とな ど､ H I V 感染リ
ス ク が高い に も関わ らず関連

す る情報の 乏しい 難民集団 に つ い て , 以下 の とお り具体的 な情報 を提示 した ｡
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系統的無作為に抽出 した難民 1 1 4 0 人 のう ち祖 国脱 出当事の年齢
が 1 5 歳(生殖

年齢) 以上 の 6 8 2 人 に よ る金
･ 物日当て の 性交渉の 経験者数 が､ 難民に な る前

より も難民キ ャ ン プ におい て の 方が有意に多く ,
H Ⅳ 感染リ ス ク要因が増加 し

た こ と が明 らか にな
′
っ た ｡ ま た, 祖国脱出当事の年齢が 1 5 歳未満の 4 5 8 人

に

づ い て も ､ 金
･

物日当て の性交渉の 経験者数及び性犯 罪被害経験者数
が ､ 難民

に な る前よ り も難民キ ャ ン プに お い て の 方が有意に多く ( 但 し､ 祖国脱 出前
で

の 生殖機能の 未発達度を考慮す る必要 あり) ､ H I V 感染リ ス ク要因
が増加 した

こ と が明 らか に な っ た｡

同上 1 1 4 0 人の 殆 どが H Ⅳ エ イ ズ に つ い て 聞い た こ とがある と答え , 感染予防 の

知識 と態度の レベ ル は高か っ た｡ しか し､ 同上 1 1 4 0 人 の 3 0 A
O
/ o が過去 1 2 カ月 間

にお い て最低
一 人の 不 定期 パ ー ト ナ

-

と性交渉 を持 っ て い た o コ ン ド
ー ム使用 は

定期パ -

トナ
ー と の 性交渉 にお い て 2 0 .0

0
/ . , 不定期パ - トナ

ー

と の 性交渉に お い

て は 1 3 . 6 % に 止 ま るなど､
予防行動の レ ベ ル は低か っ た ｡ Ⅱ Ⅳ 予防 にか か る女性

の 知識 ､ 態度お よび行動 の レ ベ ル は男性に 比 べ て有意 に低 か っ た ｡

不 定期パ ー トナ ー

と の性交渉に おい て コ ン ド
ー ム を使用 した難民と金

･ 物 日当

て の 性交渉を した難民と の 問に 関連性が見 られた (
<

. 0 0 1) 0

難民キ ャ ン プ にお ける H I V 予防教育で コ ン ド
- ム 使用者に最も影 響を与えた

の は
､
ラジ オ (隣国の ブル ン ジや コ ン ゴが毎時3 分間程 H I V 予防メ ッ セ

ー ジ

を放送) ､ 次い で難民 ス タ ッ フ (特に ､ y o u th p e e r e d u c a t o r 仔P E と h e al th

i n 虫, r m a ti ｡ n t e a m /H I T) で ある な ど､ 難民同士 の仲間教育の有用性が示唆され

た｡ 仲間教育は ､ 男女お よび年齢層の違 い に よ り難民 が影響を受け る情報提 供

者が異 な っ て い た ｡
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5 . 琵ⅠⅤ 陽性者の 1 8 2 人 と ､ 系統的無作為に抽 出 した難 民 の中で H I V 陰性
で ある

と答 えた 4 6 1 人 の 比較に お い て ､ 前者の 方 が後者 よ り ､ 同居パ ー ト ナ
- の 割合

ぉ よび就労活動 の 割合 が有意に低か っ た ｡ 前者は後者 より ､
Ⅱ‡Ⅴ に関す る知識

に つ い て有意に高い レ ベ ル に あ っ たが ､ 貞操 に か か る態度
に つ い て は有意に低

く
､
不 定期パ ー トナ ー

の人数お よび金
･ 物日当て の 性交渉経験 にお い て は有意

に高い こ と が 明 らか に な っ た ｡

審査会 に お い て は ､ 各審査委員か ら概ね 以下 の 指摘があり , 岡持摘事項 に つ い て論 文の

修正が行 なわれ た b

● 難 民流出前後 の H I V 感染 リス クの 比較を示 した T a bl e 2 は ､ 流 出前の 時点で生殖年齢

に達 して い な か っ た者 も含まれて い るた め ､
そ の こ と を踏まえた分析 をす べ きで ある o

● T a b l e 3 ､ 4 ､ 5 は質問毎に n が異な る が､ 全回答者 1 , 1 4 0 人を母数 とする統
一

した 見せ

方をす べ きで ある ｡

● T a bl e 8 お よび 9 ( H I V 陽性者 と陰性者の 比較) に お い て ､ 各 々 の 回答者が同 じ母集団

に 属 して い る こ とを論文中で 明確 に記せ ｡

● F ig u r e l ( 定期 お よび 不定期 パ
ー トナ - と の性交渉で コ ン ト ム を使用 しない 理由) を

マ ク ネ マ
- 検定に す る必要性が認め られ な い o

● 難 民流出後に おけ る H I V 感染リ ス ク増加 ( 金
･ 物目当て の 性交) の 背景 と して ､ 集団

討義の 結果 か ら､ ①難民の 農業技術の 欠如 ( 漁民で あ - た
こ と に起 因∴ ②土地生産性

が低い 等を指摘す るが ､
それ らの 根拠 を明確 にす る べ きで あるo それが不 可能 で あれ ば ､

これ らを考察と して 説 明する こ とに は無理がある｡

○ デ ー タ収集 に お け る 田中の役割 を記せ ｡

◎ 東大倫理委員会お よび タ ンザ ニ ア 当局の 許可の こ と に つ い て記せ o

● 本文中% だ け でなく実数( 0 0 0 / ｡ ｡ ｡) を併記 した方が読み や すい 箇所は適宜修正せ よ｡

● 今回の研究結果に類似す る状況 が他の難 民キ ャ ン プでもあ るならば記
せ o

これ ま で ､ 難民キ ャ ン プで の 救援活動に おける H I V の予 防対策 とその 効果検証 に は

十 分な介入 が行われ て お らず,
難民の H I V 感染, 感染リ ス クや感染予防に かか る知識､

態度､ 行動 の 実情 を殆 ど把握で きて こ な か っ た現状 にあ っ て ､ 本研 究 臥 難民集団の

H I V 感染リ ス ク 管理 に 重要な貢献 をなすと考 え られ ､ 学位の 授与に 値す るも の と考
_
え

られる ｡
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